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1. 2022年3月期第1四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年6月30日）

（注） 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年３月期
第１四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

(2) 連結財政状態

（注） 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年３月期
第１四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第1四半期 8,901 36.9 1,808 145.9 1,840 176.6 1,445 206.7
2021年3月期第1四半期 6,503 6.1 735 44.2 665 41.8 471 △1.3

（注）包括利益 2022年3月期第1四半期 1,491百万円 （211.0％） 2021年3月期第1四半期 479百万円 （178.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第1四半期 67.59 ―
2021年3月期第1四半期 22.02 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第1四半期 36,692 26,347 71.0 1,223.10
2021年3月期 35,463 25,655 71.5 1,183.69
（参考）自己資本 2022年3月期第1四半期 26,034百万円 2021年3月期 25,343百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 10.00 ― 27.00 37.00
2022年3月期 ―
2022年3月期（予想） 15.00 ― 25.00 40.00

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
当社は、取締役会決議に基づく自己株式の取得及び譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分を行っております。連結業績予想の「１株当たり

当期純利益」については、当該自己株式の取得及び処分の影響を考慮しております。
連結業績予想の修正については、本日（2021年８月６日）公表いたしました「2022年３月期第２四半期累計期間及び通期業績予想の修正に関する

お知らせ」をご覧ください。

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 16,880 20.0 3,020 42.9 2,970 45.3 2,300 41.1 108.00
通期 31,160 12.6 4,300 34.7 4,200 33.6 3,200 23.4 150.63



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注） 詳細は、添付資料P．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」を
ご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期1Q 23,329,775 株 2021年3月期 23,329,775 株
② 期末自己株式数 2022年3月期1Q 2,044,476 株 2021年3月期 1,919,540 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期1Q 21,390,703 株 2021年3月期1Q 21,410,326 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、地域差はあるものの新型コロナワクチンの接

種が進み、米国や欧州では経済活動の再開が段階的に進み景気の持ち直しが見られ、中国ではコ

ロナ禍からの経済正常化を進めたことで世界景気は緩やかに回復しました。しかしながら、ワク

チン普及の遅れにより感染拡大抑制が難しい状況が続いていることに加え、半導体不足による自

動車をはじめ各種電子機器の生産調整が続いており、先行きは依然として不透明な状況が続いて

おります。 

このような状況の下、2020年度を初年度とする３ヵ年の山一電機グループ新中期経営計画

（2021年３月期～2023年３月期）では、前中期経営計画の基本方針を継続して取り組むことと

し、「お客様が満足いただける製品・サービスを提供できる会社」に成長することを目指し、こ

の経営目標の達成にあたり「グローバルに連携し、未来につながる製品の創造」という観点から

取り組んでおります。戦略としては、「成長戦略」と「構造改革」を継続して推進し、お客様の

ニーズに応えられる企業に成長するとともに、より一層の財務体質の強化と将来の成長に向けた

経営基盤の強化を図っております。 

その結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高8,901百万円（前年同期比36.9％

増）、営業利益1,808百万円（前年同期比145.9％増）、経常利益1,840百万円（前年同期比

176.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益1,445百万円（前年同期比206.7％増）となり

ました。 

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下、「収益

認識会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、当第１四半

期連結累計期間の売上高は９百万円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

はそれぞれ７百万円増加しております。詳細については、「２．四半期連結財務諸表及び主な注

記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご参照ください。 

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。 

 

［テストソリューション事業］ 

スマートフォン向けのテストソケット製品の販売が好調に推移したことに加え、車載ＡＤＡＳ

向け製品、ＰＣ・サーバー向け製品並びにＮＡＮＤ用のバーンインソケット製品が好調に推移い

たしました。 

その結果、売上高4,551百万円（前年同期比47.9％増）、営業利益1,456百万円（前年同期比

180.8％増）となりました。 

なお、収益認識会計基準等の適用により、売上高は９百万円増加し、営業利益は７百万円増加

しております。 

 

［コネクタソリューション事業］ 

車載機器向け及び産業機器向け製品は、需要回復により好調に推移しましたが、通信機器向け

製品は米中経済摩擦の影響による主要顧客の在庫調整及び生産調整の影響が継続していることに

より厳しい状況が続きました。 

その結果、売上高3,964百万円（前年同期比32.8％増）、営業利益299百万円（前年同期比

30.6％増）となりました。 

 

［光関連事業］ 

医療機器向け、産業機器向けの付加価値の高いフィルタ製品等の売上が堅調に推移したことに

加え、生産性改善が進んだことにより利益の改善につながりました。 

その結果、売上高386百万円（前年同期比12.5％減）、営業利益54百万円（前年同期比52.4％

増）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

（資産） 

当四半期連結会計期間末における流動資産は21,874百万円となり、前連結会計年度末に比べ

1,229百万円増加いたしました。これは主に、剰余金の配当及び自己株式の取得などにより現金

及び預金が283百万円減少したものの、売上高の増加により受取手形及び売掛金が1,077百万円増

加したことによるものであります。固定資産は14,817百万円（前連結会計年度末は14,818百万

円）となりました。 

この結果、総資産は36,692百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,228百万円増加いたしま

した。 

 

（負債） 

当四半期連結会計期間末における流動負債は7,489百万円となり、前連結会計年度末に比べ245

百万円増加いたしました。これは主に、短期借入金が218百万円減少したものの、売上高の増加

に伴う仕入高の増加により支払手形及び買掛金が228百万円増加したことなどによるものであり

ます。固定負債は長期借入金の増加などにより2,855百万円となり、前連結会計年度末に比べ291

百万円増加いたしました。 

この結果、負債合計は10,344百万円となり、前連結会計年度末に比べ536百万円増加いたしま

した。 

 

（純資産） 

当四半期連結会計期間末における純資産合計は26,347百万円となり、前連結会計年度末に比べ

691百万円増加いたしました。これは主に、剰余金の配当578百万円及び自己株式の取得213百万

円があったものの、親会社株主に帰属する四半期純利益が1,445百万円となったことによるもの

であります。 

この結果、自己資本比率は71.0％（前連結会計年度末は71.5％）となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2021年５月14日に公表いたしました2022年３月期の連結業績予想につきまして、本日公表いた

しました「2022年３月期第２四半期累計期間及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」のとお

り修正いたします。 

 

（４）新型コロナウイルス感染症に関するリスク情報 

当社グループは感染拡大防止策として、在宅勤務を可能とする勤務体制や環境等の整備を継続

しております。しかしながら、感染症がさらに拡大し長期化した場合には、工場の操業停止、事

業活動の自粛等、当社グループの業績及び財務状況にさらなる影響を及ぼす可能性があります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2021年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2021年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 9,471,217 9,187,294 

受取手形及び売掛金 5,120,304 6,197,798 

電子記録債権 296,227 355,326 

商品及び製品 2,063,548 2,278,602 

仕掛品 236,236 248,581 

原材料及び貯蔵品 1,894,147 2,183,869 

その他 1,579,539 1,439,722 

貸倒引当金 △16,045 △16,535 

流動資産合計 20,645,175 21,874,659 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,609,061 2,577,023 

機械装置及び運搬具（純額） 2,069,244 2,036,689 

工具、器具及び備品（純額） 1,693,858 1,779,994 

土地 3,412,785 3,412,785 

リース資産（純額） 36,993 33,478 

使用権資産（純額） 2,954,360 2,931,224 

建設仮勘定 381,060 400,741 

有形固定資産合計 13,157,365 13,171,937 

無形固定資産 125,543 143,077 

投資その他の資産    

投資有価証券 247,900 271,519 

繰延税金資産 235,717 171,420 

退職給付に係る資産 712,106 710,660 

その他 339,668 348,740 

貸倒引当金 △0 △0 

投資その他の資産合計 1,535,391 1,502,341 

固定資産合計 14,818,300 14,817,356 

資産合計 35,463,476 36,692,015 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2021年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2021年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,684,659 1,912,938 

短期借入金 2,949,540 2,731,280 

リース債務 440,736 394,598 

未払法人税等 344,539 408,816 

賞与引当金 367,196 393,672 

役員賞与引当金 － 27,500 

その他 1,457,713 1,620,696 

流動負債合計 7,244,386 7,489,500 

固定負債    

長期借入金 10,000 305,000 

リース債務 2,101,335 2,110,950 

役員退職慰労引当金 45,822 38,357 

訴訟損失引当金 90,860 92,106 

退職給付に係る負債 27,451 27,496 

資産除去債務 21,470 25,314 

その他 266,606 256,101 

固定負債合計 2,563,547 2,855,326 

負債合計 9,807,933 10,344,826 

純資産の部    

株主資本    

資本金 10,084,103 10,084,103 

資本剰余金 1,775,084 1,775,084 

利益剰余金 16,139,513 16,999,979 

自己株式 △2,183,859 △2,397,473 

株主資本合計 25,814,841 26,461,693 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 8,556 9,185 

為替換算調整勘定 △394,214 △358,052 

退職給付に係る調整累計額 △86,046 △78,679 

その他の包括利益累計額合計 △471,704 △427,546 

新株予約権 184,520 184,100 

非支配株主持分 127,884 128,940 

純資産合計 25,655,542 26,347,188 

負債純資産合計 35,463,476 36,692,015 

 

- 5 -

山一電機㈱（6941）　　　　　　　
2022年３月期　第１四半期決算短信



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2020年４月１日 
 至 2020年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2021年４月１日 

 至 2021年６月30日) 

売上高 6,503,205 8,901,523 

売上原価 4,220,063 5,341,081 

売上総利益 2,283,142 3,560,442 

販売費及び一般管理費 1,547,841 1,752,379 

営業利益 735,301 1,808,062 

営業外収益    

受取利息 1,194 1,386 

受取配当金 4,459 － 

為替差益 － 27,607 

持分法による投資利益 － 12,450 

スクラップ売却益 3,876 1,990 

助成金収入 11,320 4,178 

その他 5,655 4,121 

営業外収益合計 26,506 51,734 

営業外費用    

支払利息 11,306 15,829 

為替差損 30,376 － 

持分法による投資損失 2,973 － 

工場移転費用 50,006 － 

その他 1,495 3,083 

営業外費用合計 96,158 18,913 

経常利益 665,649 1,840,884 

特別利益    

固定資産売却益 160 112 

特別利益合計 160 112 

特別損失    

固定資産売却損 － 40 

特別損失合計 － 40 

税金等調整前四半期純利益 665,809 1,840,956 

法人税、住民税及び事業税 132,596 332,342 

法人税等調整額 60,863 61,737 

法人税等合計 193,460 394,080 

四半期純利益 472,349 1,446,876 

非支配株主に帰属する四半期純利益 887 1,051 

親会社株主に帰属する四半期純利益 471,461 1,445,825 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2020年４月１日 
 至 2020年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2021年４月１日 

 至 2021年６月30日) 

四半期純利益 472,349 1,446,876 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 314 628 

為替換算調整勘定 △182 25,959 

退職給付に係る調整額 8,752 7,367 

持分法適用会社に対する持分相当額 △1,851 10,207 

その他の包括利益合計 7,032 44,162 

四半期包括利益 479,381 1,491,039 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 477,384 1,489,983 

非支配株主に係る四半期包括利益 1,997 1,055 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、2021年５月28日開催の取締役会決議に基づく自己株式124,900株の取得等により、当第１四半期連結累計

期間において自己株式が213,613千円増加しております。 

 この結果、当第１四半期連結会計期間末において、自己株式が2,397,473千円となっております。 

 

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財またはサービスの支配が顧客に移転した時点で、当

該財またはサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、製品

等の国内販売の一部に関して、従来は出荷時に収益を計上しておりましたが、契約条件に基づき、顧客により製品

が検収されたとき、または顧客に製品が到着したときに収益を計上する方法に変更しております。また、従来は販

売費及び一般管理費に計上しておりました販売代理店等へ支払う報奨金及び営業外費用に計上しておりました売上

割引について、売上高から減額する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収

益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従っ

てほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計

基準第86項また書き(1）に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更

について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を当第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は９百万円増加し、売上原価は２百万円増加し、営業利益、経常

利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ７百万円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は７百

万円減少しております。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

テストソリュー
ション事業 

コネクタソリュ
ーション事業 

光関連事業 計 

売上高            

外部顧客への

売上高 
3,076,758 2,985,342 441,104 6,503,205 － 6,503,205 

セグメント間

の内部売上高 
－ － － － － － 

計 3,076,758 2,985,342 441,104 6,503,205 － 6,503,205 

セグメント利益 518,783 229,240 35,529 783,553 △48,251 735,301 

（注）１．セグメント利益の調整額は、連結調整額であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

テストソリュー
ション事業 

コネクタソリュ
ーション事業 

光関連事業 計 

売上高            

外部顧客への

売上高 
4,551,085 3,964,426 386,011 8,901,523 － 8,901,523 

セグメント間

の内部売上高 
－ － － － － － 

計 4,551,085 3,964,426 386,011 8,901,523 － 8,901,523 

セグメント利益 1,456,831 299,432 54,164 1,810,428 △2,365 1,808,062 

（注）１．セグメント利益の調整額は、連結調整額であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（会計方針の変更）に記載のとおり、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３

月31日）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、収益認識に関する会計処理方法を変更したた

め、事業セグメントの利益又は損失の測定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間のテストソリューション事業の売上

高は９百万円増加し、セグメント利益は７百万円増加しております。
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